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(57)【要約】

【課題】　包装体を棒状体に巻き付ける際に、包装体が

スリットから抜け出すことを抑制することができる治具

を提供する。

【解決手段】　治具は、包装体から内容物を出すために

用いられる治具において、棒状体を備え、棒状体は、長

手方向に延びるスリットを備え、スリットは、屈曲部を

備える。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 包 装 体 か ら 内 容 物 を 出 す た め に 用 い ら れ る 治 具 に お い て 、

　 棒 状 体 を 備 え 、

　 前 記 棒 状 体 は 、 長 手 方 向 に 延 び る ス リ ッ ト を 備 え 、

　 前 記 ス リ ッ ト は 、 屈 曲 部 を 備 え る 、 治 具 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 ス リ ッ ト の 幅 は 、 前 記 屈 曲 部 で 、 狭 く な る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 治 具 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 ス リ ッ ト は 、 隙 間 を 有 し て 対 面 す る 一 対 の 対 面 部 を 備 え 、

　 前 記 一 対 の 対 面 部 の う ち 、 少 な く と も 一 方 は 、 少 な く と も 前 記 屈 曲 部 に お い て 、 凹 凸 状

に 形 成 さ れ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 治 具 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 治 具 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 例 え ば 、 治 具 は 、 棒 状 体 を 備 え て お り 、 棒 状 体 は 、 長 手 方 向 に 延 び る ス リ ッ ト を

備 え て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ～ ５ ） 。 斯 か る 治 具 に お い て は 、 包 装 体 が ス リ ッ ト に 挿

入 さ れ 、 そ の 後 、 棒 状 体 が 回 転 さ れ 、 包 装 体 が 棒 状 体 に 巻 き 付 け ら れ る こ と に よ っ て 、 包

装 体 の 内 容 物 が 絞 り 出 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 と こ ろ で 、 特 許 文 献 １ ～ ５ に 係 る 治 具 に お い て は 、 ス リ ッ ト は 、 直 線 状 に 延 び て い る 。

な お 、 特 許 文 献 １ に 係 る 治 具 の ス リ ッ ト は 、 ス リ ッ ト の 幅 が 広 く な る 幅 広 部 を 有 し て い る

も の の 、 ス リ ッ ト の 中 心 は 直 線 状 の ま ま で あ る 。 し た が っ て 、 特 許 文 献 １ ～ ５ に 係 る 治 具

に お い て は 、 包 装 体 を 棒 状 体 に 巻 き 付 け る 際 に 、 包 装 体 が ス リ ッ ト か ら 滑 っ て 抜 け 出 す 場

合 が あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ １ １ ２ １ ５ １ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 昭 ４ ８ － ４ ６ ０ ４ ３ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 実 開 昭 ４ ９ － ７ ９ ５ ４ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ４ 】 実 公 昭 ５ ２ － ４ ７ ６ ３ ２ 号 公 報

【 特 許 文 献 ５ 】 実 公 昭 ５ ３ － ４ ８ １ ９ ８ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 そ こ で 、 課 題 は 、 包 装 体 を 棒 状 体 に 巻 き 付 け る 際 に 、 包 装 体 が ス リ ッ ト か ら 抜 け 出 す こ

と を 抑 制 す る こ と が で き る 治 具 を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 治 具 は 、 包 装 体 か ら 内 容 物 を 出 す た め に 用 い ら れ る 治 具 に お い て 、 棒 状 体 を 備 え 、 前 記

棒 状 体 は 、 長 手 方 向 に 延 び る ス リ ッ ト を 備 え 、 前 記 ス リ ッ ト は 、 屈 曲 部 を 備 え る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ま た 、 治 具 に お い て は 、 前 記 ス リ ッ ト の 幅 は 、 前 記 屈 曲 部 で 、 狭 く な る 、 と い う 構 成 で

も よ い 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ま た 、 治 具 に お い て は 、 前 記 ス リ ッ ト は 、 隙 間 を 有 し て 対 面 す る 一 対 の 対 面 部 を 備 え 、

前 記 一 対 の 対 面 部 の う ち 、 少 な く と も 一 方 は 、 少 な く と も 前 記 屈 曲 部 に お い て 、 凹 凸 状 に

形 成 さ れ る 、 と い う 構 成 で も よ い 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 蓋 付 き 包 装 体 の 全 体 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ の 蓋 付 き 包 装 体 の 全 体 分 解 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 、 一 実 施 形 態 に 係 る 治 具 の 全 体 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ４ は 、 同 実 施 形 態 に 係 る 治 具 の 全 体 正 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ４ の Ｖ 領 域 拡 大 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 ５ の Ｖ Ｉ 領 域 拡 大 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 ７ は 、 同 実 施 形 態 に 係 る 治 具 の 使 用 方 法 を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 ８ は 、 同 実 施 形 態 に 係 る 治 具 の 使 用 方 法 を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 図 ９ は 、 同 実 施 形 態 に 係 る 治 具 の 使 用 方 法 を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 同 実 施 形 態 に 係 る 治 具 の 使 用 方 法 を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 図 １ ０ の Ｘ Ｉ － Ｘ Ｉ 線 拡 大 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 他 の 実 施 形 態 に 係 る 治 具 の 要 部 正 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 以 下 、 治 具 に お け る 一 実 施 形 態 に つ い て 、 図 １ ～ 図 １ １ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お

、 各 図 （ 図 １ ２ も 同 様 ） に お い て 、 図 面 の 寸 法 比 と 実 際 の 寸 法 比 と は 、 必 ず し も 一 致 し て

お ら ず 、 ま た 、 各 図 面 の 間 で の 寸 法 比 も 、 必 ず し も 一 致 し て い な い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 こ こ で 、 治 具 の 各 構 成 を 説 明 す る の に 先 立 っ て 、 治 具 が 用 い ら れ る 包 装 体 に つ い て 説 明

す る 。 な お 、 包 装 体 の 構 成 は 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 包 装 体 １

１ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 治 具 に 用 い ら れ る 包 装 体 １ １ の 一 例 で あ っ て 、 所 謂 、 パ ウ チ 包 装

体 で あ る 。 し た が っ て 、 包 装 体 １ １ は 、 斯 か る 構 成 に 限 定 さ れ な い こ と は 勿 論 で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 蓋 付 き 包 装 体 １ ０ は 、 内 容 物 が 収 容 さ れ る 包 装 体 １ １ と 、

包 装 体 １ １ に 装 着 さ れ る 蓋 体 １ ２ と を 備 え て い る 。 包 装 体 １ １ は 、 内 容 物 が 収 容 さ れ る 本

体 部 １ １ ａ と 、 本 体 部 １ １ ａ に 固 定 さ れ る 筒 状 部 １ １ ｂ と を 備 え て い る 。 そ し て 、 蓋 体 １

２ は 、 筒 状 部 １ １ ｂ を 封 止 し て い る 。 な お 、 本 体 部 １ １ ａ に 収 容 さ れ る 内 容 物 は 、 特 に 限

定 さ れ ず 、 例 え ば 、 液 体 、 固 体 、 又 は 、 そ れ ら の 混 合 体 で も よ い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 蓋 体 １ ２ は 、 外 方 に 突 出 す る 突 出 部 １ ２ ａ を 備 え て い る 。 そ し て 、 蓋 体 １ ２ に 力 を 加 え

て 、 筒 状 部 １ １ ｂ に 対 し て 蓋 体 １ ２ を 周 方 向 に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 蓋 体 １ ２ は 、 筒 状

部 １ １ ｂ か ら 取 り 外 す こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 筒 状 部 １ １ ｂ か ら 内 容 物 を 出 す こ と が

で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 治 具 １ は 、 長 手 方 向 に 延 び る 棒 状 体 ２ と

、 棒 状 体 ２ の 第 １ 端 部 ２ ａ に 固 定 さ れ 、 握 ら れ る 操 作 部 ３ と を 備 え て い る 。 そ し て 、 治 具

１ は 、 包 装 体 １ １ （ 図 １ 及 び 図 ２ 参 照 ） か ら 内 容 物 を 絞 り 出 す た め に 用 い ら れ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 操 作 部 ３ は 、 棒 状 体 ２ に 大 き な 力 を 加 え る こ と が で き る よ う に 、 棒 状 体 ２ よ り も 大 き な

幅 を 有 し て い る 。 な お 、 操 作 部 ３ の 構 成 は 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 操 作 部 ３ は 、 棒

状 体 ２ に 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 操 作 部 ３ は 、 特 に 、 設 け ら れ て お ら ず

、 治 具 １ は 、 棒 状 体 ２ の 端 部 ２ ａ （ ２ ｂ ） を 握 っ て 操 作 さ れ る 、 と い う 構 成 で も よ い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 棒 状 体 ２ は 、 断 面 が 円 形 で 、 且 つ 、 中 空 状 で あ る 筒 状 に 形 成 さ
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れ て い る 。 即 ち 、 棒 状 体 ２ は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 棒 状 体 ２ の 形 状 は 、 長 手

方 向 に 延 び て い る 構 成 で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 棒 状 体 ２ は 、 断 面 が 多 角 形

又 は 楕 円 形 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 例 え ば 、 棒 状 体 ２ は 、 中 空 で は な く 、 中 が 充

た さ れ る （ 後 述 す る ス リ ッ ト を 除 く ） 柱 状 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 棒 状 体 ２ は 、 長 手 方 向 に 延 び る ス リ ッ ト ４ を 備 え て い る 。 ス リ ッ ト ４ は 、 棒 状 体 ２ の 第

２ 端 部 ２ ｂ か ら 第 １ 端 部 ２ ａ に 向 け て 延 び て い る 。 そ し て 、 ス リ ッ ト ４ の 第 １ 端 部 （ 「 第

１ ス リ ッ ト 端 部 」 と も い う ） ４ ａ は 、 閉 塞 さ れ て お り 、 ス リ ッ ト ４ の 第 ２ 端 部 （ 「 第 ２ ス

リ ッ ト 端 部 」 と も い う ） ４ ｂ は 、 開 放 さ れ て い る 。 な お 、 ス リ ッ ト ４ は 、 棒 状 体 ２ に 一 つ

だ け 備 え ら れ て い る 。 な お 、 ス リ ッ ト ４ の 個 数 は 、 特 に 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ま た 、 棒 状 体 ２ は 、 第 ２ 端 部 ２ ｂ に 、 蓋 体 １ ２ （ 図 １ 及 び 図 ２ 参 照 ） を 蓋 体 １ ２ の 周 方

向 で 引 っ 掛 け る 引 掛 部 ５ を 備 え て い る 。 引 掛 部 ５ の 構 成 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば

、 引 掛 部 ５ は 、 蓋 体 １ ２ の 突 出 部 １ ２ ａ （ 図 １ 及 び 図 ２ 参 照 ） を 挿 入 す る た め の 一 対 の 溝

と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 な お 、 一 方 の 引 掛 部 ５ は 、 第 ２ ス リ ッ ト 端 部 ４ ｂ の 一 部 を 構 成 し て い る 。 そ し て 、 第 ２

ス リ ッ ト 端 部 ４ ｂ の う ち 、 引 掛 部 ５ の 幅 は 、 他 の 部 分 の 幅 よ り も 、 広 く な っ て い る 。 ま た

、 棒 状 体 ２ の 第 ２ 端 部 ２ ｂ は 、 蓋 体 １ ２ と 嵌 合 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ス リ ッ ト ４ は 、 棒 状 体 ２ の 周 方 向 に 凹 凸 と な る 屈 曲 部 ４ ｃ と 、 屈 曲 部 ４ ｃ ， ４ ｃ 間 に 配

置 さ れ る 中 間 部 ４ ｄ と を 備 え て い る 。 屈 曲 部 ４ ｃ は 、 湾 曲 し て 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、

中 間 部 ４ ｄ は 、 棒 状 体 ２ の 長 手 方 向 と 交 差 す る よ う に 延 び て お り 、 第 １ 及 び 第 ２ ス リ ッ ト

端 部 ４ ａ ， ４ ｂ は 、 棒 状 体 ２ の 長 手 方 向 と 平 行 と な る よ う に 延 び て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 屈 曲 部 ４ ｃ は 、 三 つ 備 え ら れ て い る が 、 屈 曲 部 ４ ｃ の 個

数 は 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 複 数 の 屈 曲 部 ４ ｃ の 形 状 は 、 そ れ ぞ れ 同 じ で も よ く 、 ま

た 、 そ れ ぞ れ 異 な っ て い て も よ い 。 例 え ば 、 複 数 の 屈 曲 部 ４ ｃ の 曲 率 半 径 は 、 そ れ ぞ れ 同

じ で も よ く 、 ま た 、 異 な っ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 ５ に 示 す よ う に 、 ス リ ッ ト ４ は 、 隙 間 を 有 し て 対 面 す る 一 対 の 対 面 部 ４ ｅ ， ４ ｆ を 備

え て い る 。 一 対 の 対 面 部 ４ ｅ ， ４ ｆ は 、 棒 状 体 ２ の 周 方 向 に 凸 状 と な る 凸 部 ４ ｇ と 、 棒 状

体 ２ の 周 方 向 に 凹 状 と な る 凹 部 ４ ｈ と を 備 え て い る 。 そ し て 、 一 方 の 対 面 部 ４ ｅ （ ４ ｆ ）

の 凸 部 ４ ｇ と 他 方 の 対 面 部 ４ ｆ （ ４ ｅ ） の 凹 部 ４ ｈ と が 対 面 す る こ と に よ っ て 、 屈 曲 部 ４

ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 屈 曲 部 ４ ｃ は 、 ス リ ッ ト ４ の 中 心 ４ ｉ が 屈 曲 す る よ う に 、 形

成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 と こ ろ で 、 ス リ ッ ト ４ の 幅 Ｗ １ ， Ｗ ２ は 、 屈 曲 部 ４ ｃ で 、 狭 く な っ て い る 。 具 体 的 に は

、 屈 曲 部 ４ ｃ の 頂 部 の 幅 Ｗ １ は 、 中 間 部 ４ ｄ の 中 央 の 幅 Ｗ ２ よ り も 、 狭 く な っ て い る 。 な

お 、 ス リ ッ ト ４ の 幅 Ｗ １ ， Ｗ ２ は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 包 装 体 １ １ （ 図 １ 及 び

図 ２ 参 照 ） の う ち 、 ス リ ッ ト ４ に 挿 入 さ れ る 部 分 の 厚 み が ０ ． ５ ｍ ｍ で あ る 場 合 に は 、 ス

リ ッ ト ４ の 幅 Ｗ １ ， Ｗ ２ は 、 例 え ば 、 １ ． ２ ｍ ｍ 以 下 と す る こ と が 好 ま し く 、 １ ． ０ ｍ ｍ

以 下 と す る こ と が さ ら に 好 ま し く 、 ０ ． ７ ｍ ｍ 以 下 と す る こ と が 非 常 に 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 対 面 部 ４ ｅ ， ４ ｆ は 、 凹 凸 状 に 形 成 さ れ る 凹 凸 部 ４ ｊ と 、 平

坦 状 に 形 成 さ れ る 平 坦 部 ４ ｋ と を 備 え て い る 。 そ し て 、 凹 凸 部 ４ ｊ は 、 屈 曲 部 ４ ｃ に 配 置

さ れ て い る 。 な お 、 凹 凸 部 ４ ｊ の 形 状 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、

凹 凸 部 ４ ｊ は 、 棒 状 体 ２ の 径 方 向 に 延 び る 複 数 の 凸 条 が 並 列 さ れ る こ と に よ っ て 、 形 成 さ

れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 な お 、 治 具 １ の 材 質 は 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 治 具 １ は 、 例 え ば 、 硬 質 の 合 成 樹 脂 で 形 成

さ れ て も よ く 、 ま た 、 例 え ば 、 金 属 で 形 成 さ れ て も よ い 。 要 す る に 、 治 具 １ は 、 剛 性 を 有

し て い れ ば よ い 。 な お 、 棒 状 体 ２ に 大 き な 力 が 加 え ら れ た 際 に 、 棒 状 体 ２ の 第 ２ 端 部 ２ ｂ

側 の 対 面 部 ４ ｅ ， ４ ｆ が 近 づ い た り 離 れ た り す る よ う に 、 棒 状 体 ２ が 若 干 の 弾 性 を 有 し て

い て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 本 実 施 形 態 に 係 る 治 具 １ の 構 成 に つ い て は 以 上 の 通 り で あ り 、 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る

治 具 １ の 使 用 方 法 に つ い て 、 図 ７ ～ 図 １ １ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま ず 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 棒 状 体 ２ の 第 ２ 端 部 ２ ｂ に 、 蓋 体 １ ２ が 挿 入 さ れ る こ と に よ

っ て 、 棒 状 体 ２ の 引 掛 部 ５ に 、 蓋 体 １ ２ の 突 出 部 １ ２ ａ が 挿 入 さ れ る 。 そ し て 、 治 具 １ が

棒 状 体 ２ （ 及 び 蓋 体 １ ２ ） の 周 方 向 に 回 転 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 引 掛 部 ５ が 棒 状 体 ２ （ 及

び 蓋 体 １ ２ ） の 周 方 向 で 突 出 部 １ ２ ａ に 引 っ 掛 か る た め 、 棒 状 体 ２ と 蓋 体 １ ２ と が 一 体 と

な っ て 回 転 す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 そ し て 、 棒 状 体 ２ の 第 ２ 端 部 ２ ｂ が 蓋 体 １ ２ と 嵌 合 し て い る た め 、 図 ８ に 示 す よ う に 、

治 具 １ が 包 装 体 １ １ か ら 離 さ れ る こ と に よ り 、 蓋 体 １ ２ は 、 包 装 体 １ １ か ら 取 り 外 さ れ る

。 こ の よ う に 、 蓋 体 １ ２ を 包 装 体 １ １ か ら 容 易 に 取 り 外 す こ と が で き る 。 な お 、 操 作 部 ３

（ 図 ３ 及 び 図 ４ 参 照 ） を 握 っ て 操 作 す る こ と に よ り 、 例 え ば 、 小 さ な 力 で 蓋 体 １ ２ を 包 装

体 １ １ か ら 取 り 外 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 そ し て 、 棒 状 体 ２ の 第 ２ 端 部 ２ ｂ か ら 蓋 体 １ ２ を 取 り 外 し 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 包 装 体

１ １ の 端 部 が 、 棒 状 体 ２ の 第 ２ 端 部 ２ ｂ か ら 、 ス リ ッ ト ４ に 挿 入 さ れ る 。 こ の と き 、 第 ２

ス リ ッ ト 端 部 ４ ｂ の う ち 、 先 端 の 引 掛 部 ５ が 幅 広 で あ り 、 さ ら に 、 第 ２ ス リ ッ ト 端 部 ４ ｂ

が 、 棒 状 体 ２ の 長 手 方 向 と 平 行 と な る よ う に 延 び て い る た め 、 包 装 体 １ １ の 端 部 を ス リ ッ

ト ４ に 容 易 に 挿 入 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 し か も 、 屈 曲 部 ４ ｃ が 湾 曲 し て 形 成 さ れ て い る た め 、 包 装 体 １ １ の 端 部 が ス リ ッ ト ４ に

円 滑 に 案 内 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 包 装 体 １ １ の 端 部 を ス リ ッ ト ４ に 容 易 に 挿 入 す る こ と が

で き る 。 な お 、 包 装 体 １ １ が ス リ ッ ト ４ に 挿 入 さ れ た 後 に 、 蓋 体 １ ２ が 、 棒 状 体 ２ の 第 ２

端 部 ２ ｂ に 取 り 付 け ら れ て も よ い 。 こ れ に よ り 、 包 装 体 １ １ が ス リ ッ ト ４ の 第 ２ ス リ ッ ト

端 部 ４ ｂ か ら 抜 け 出 る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 そ の 後 、 棒 状 体 ２ が 周 方 向 に 回 転 さ れ 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 包 装 体 １ １ が 棒 状 体 ２ の

外 周 に 巻 き 付 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 包 装 体 １ １ の 内 容 物 を 絞 り 出 す こ と が で き る 。 こ の

と き 、 ス リ ッ ト ４ が 屈 曲 部 ４ ｃ を 備 え て い る た め 、 包 装 体 １ １ が 屈 曲 部 ４ ｃ で 滑 る こ と を

抑 制 す る こ と が で き て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 そ し て 、 屈 曲 部 ４ ｃ の 幅 Ｗ １ （ 図 ５ 参 照 ） が 狭 く な っ て い る た め 、 包 装 体 １ １ は 、 屈 曲

部 ４ ｃ で 確 実 に 挟 持 さ れ る 。 し か も 、 屈 曲 部 ４ ｃ に お い て は 、 対 面 部 ４ ｅ ， ４ ｆ （ 図 ５ 及

び 図 ６ 参 照 ） が 凹 凸 部 ４ ｊ （ 図 ６ 参 照 ） を 備 え て い る た め 、 包 装 体 １ １ が 屈 曲 部 ４ ｃ で 滑

る こ と を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き て い る 。 こ れ に よ り 、 包 装 体 １ １ が 棒 状 体 ２ に 巻 き

付 け ら れ る 際 に 、 包 装 体 １ １ が ス リ ッ ト ４ か ら 抜 け 出 す こ と を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で

き て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 と こ ろ で 、 包 装 体 １ １ が 棒 状 体 ２ に 巻 き 付 け ら れ る 際 に 、 棒 状 体 ２ は 、 包 装 体 １ １ か ら

締 め 付 け ら れ る よ う な 力 を 受 け る 。 そ し て 、 ス リ ッ ト ４ が 一 つ だ け 備 え ら れ て お り 、 棒 状

体 ２ が 若 干 の 弾 性 を 有 し て い る 場 合 に は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 棒 状 体 ２ の 第 ２ 端 部 ２ ｂ

側 の 対 面 部 ４ ｅ ， ４ ｆ が 近 づ く よ う に 、 棒 状 体 ２ が 弾 性 変 形 す る 。 こ れ に よ り 、 一 対 の 対

面 部 ４ ｅ ， ４ ｆ が 包 装 体 １ １ を 強 固 に 挟 持 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】

　 以 上 よ り 、 本 実 施 形 態 に 係 る 治 具 １ は 、 包 装 体 １ １ か ら 内 容 物 を 出 す た め に 用 い ら れ る

治 具 １ に お い て 、 棒 状 体 ２ を 備 え 、 前 記 棒 状 体 ２ は 、 長 手 方 向 に 延 び る ス リ ッ ト ４ を 備 え

、 前 記 ス リ ッ ト ４ は 、 屈 曲 部 ４ ｃ を 備 え る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 斯 か る 構 成 に よ れ ば 、 ス リ ッ ト ４ に 包 装 体 １ １ が 挿 入 さ れ た 状 態 で 、 棒 状 体 ２ が 回 転 さ

れ る こ と に よ っ て 、 包 装 体 １ １ が 棒 状 体 ２ に 巻 き 付 け ら れ る 。 こ の と き 、 ス リ ッ ト ４ が 屈

曲 部 ４ ｃ を 備 え て い る た め 、 包 装 体 １ １ が 屈 曲 部 ４ ｃ で 滑 る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る

。 こ れ に よ り 、 包 装 体 １ １ を 棒 状 体 ２ に 巻 き 付 け る 際 に 、 包 装 体 １ １ が ス リ ッ ト ４ か ら 抜

け 出 す こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 治 具 １ に お い て は 、 前 記 ス リ ッ ト ４ の 幅 Ｗ １ ， Ｗ ２ は 、 前 記 屈

曲 部 ４ ｃ で 、 狭 く な る 、 と い う 構 成 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 斯 か る 構 成 に よ れ ば 、 ス リ ッ ト ４ の 幅 Ｗ １ ， Ｗ ２ が 、 屈 曲 部 ４ ｃ で 狭 く な っ て い る た め

、 包 装 体 １ １ は 、 屈 曲 部 ４ ｃ で 確 実 に 挟 持 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 包 装 体 １ １ が 屈 曲 部 ４ ｃ

で 滑 る こ と を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 包 装 体 １ １ を 棒 状 体 ２ に 巻 き

付 け る 際 に 、 包 装 体 １ １ が ス リ ッ ト ４ か ら 抜 け 出 す こ と を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き る

。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 治 具 １ に お い て は 、 前 記 ス リ ッ ト ４ は 、 隙 間 を 有 し て 対 面 す る

一 対 の 対 面 部 ４ ｅ ， ４ ｆ を 備 え 、 前 記 一 対 の 対 面 部 ４ ｅ ， ４ ｆ の う ち 、 少 な く と も 一 方 （

本 実 施 形 態 に お い て は 、 両 方 の 対 面 部 ４ ｅ ， ４ ｆ ） は 、 少 な く と も 前 記 屈 曲 部 ４ ｃ に お い

て 、 凹 凸 状 に 形 成 さ れ る 、 と い う 構 成 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 斯 か る 構 成 に よ れ ば 、 屈 曲 部 ４ ｃ に お い て 、 一 対 の 対 面 部 ４ ｅ ， ４ ｆ の う ち 、 少 な く と

も 一 方 が 、 凹 凸 状 に 形 成 さ れ て い る た め 、 包 装 体 １ １ が 屈 曲 部 ４ ｃ で 滑 る こ と を 効 果 的 に

抑 制 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 包 装 体 １ １ を 棒 状 体 ２ に 巻 き 付 け る 際 に 、 包 装 体 １

１ が ス リ ッ ト ４ か ら 抜 け 出 す こ と を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 な お 、 治 具 １ は 、 上 記 し た 実 施 形 態 の 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ま た 、 上 記 し た

作 用 効 果 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 治 具 １ は 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内

に お い て 種 々 変 更 を 加 え 得 る こ と は 勿 論 で あ る 。 例 え ば 、 下 記 す る 各 種 の 変 更 例 に 係 る 構

成 や 方 法 等 を 任 意 に 一 つ 又 は 複 数 選 択 し て 、 上 記 し た 実 施 形 態 に 係 る 構 成 や 方 法 等 に 採 用

し て も よ い こ と は 勿 論 で あ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

（ １ ） 上 記 実 施 形 態 に 係 る 治 具 １ に お い て は 、 屈 曲 部 ４ ｃ は 、 湾 曲 し て 形 成 さ れ て い る 、

と い う 構 成 で あ る 。 し か し な が ら 、 治 具 １ は 、 斯 か る 構 成 に 限 ら れ な い 。 例 え ば 、 図 １ ２

に 示 す よ う に 、 屈 曲 部 ４ ｃ は 、 屈 折 し て 形 成 さ れ て い る 、 即 ち 、 角 状 に 形 成 さ れ て い る 、

と い う 構 成 で も よ い 。 斯 か る 構 成 に よ れ ば 、 包 装 体 １ １ を 棒 状 体 ２ に 巻 き 付 け る 際 に 、 例

え ば 、 屈 曲 部 ４ ｃ が 包 装 体 １ １ を 引 っ 掛 け る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

（ ２ ） ま た 、 上 記 実 施 形 態 に 係 る 治 具 １ に お い て は 、 ス リ ッ ト ４ の 幅 Ｗ １ ， Ｗ ２ は 、 屈 曲

部 ４ ｃ で 、 狭 く な っ て い る 、 と い う 構 成 で あ る 。 し か し な が ら 、 治 具 １ は 、 斯 か る 構 成 が

好 ま し い も の の 、 斯 か る 構 成 に 限 ら れ な い 。 例 え ば 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 屈 曲 部 ４ ｃ の

幅 Ｗ １ は 、 中 間 部 ４ ｄ の 幅 Ｗ ２ と 、 同 じ で あ る 、 と い う 構 成 で も よ い 。 ま た 、 例 え ば 、 屈

曲 部 ４ ｃ の 幅 Ｗ １ は 、 中 間 部 ４ ｄ の 幅 Ｗ ２ よ り も 、 広 い 、 と い う 構 成 で も よ い

【 ０ ０ ４ ３ 】

（ ３ ） ま た 、 上 記 実 施 形 態 に 係 る 治 具 １ に お い て は 、 屈 曲 部 ４ ｃ に お い て 、 両 方 の 対 面 部

４ ｅ ， ４ ｆ が 、 凹 凸 状 に 形 成 さ れ て い る 、 と い う 構 成 で あ る 。 し か し な が ら 、 治 具 １ は 、
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斯 か る 構 成 に 限 ら れ な い 。 例 え ば 、 屈 曲 部 ４ ｃ に お い て 、 両 方 の 対 面 部 ４ ｅ ， ４ ｆ が 、 凹

凸 状 に 形 成 さ れ て い な く て も よ い し 、 一 方 の 対 面 部 ４ ｅ （ ４ ｆ ） だ け が 、 凹 凸 状 に 形 成 さ

れ て い る 、 と い う 構 成 で も よ い 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

（ ４ ） ま た 、 上 記 実 施 形 態 に 係 る 治 具 １ に お い て は 、 対 面 部 ４ ｅ ， ４ ｆ の う ち 、 屈 曲 部 ４

ｃ の 部 分 だ け が 、 凹 凸 状 に 形 成 さ れ て い る 、 と い う 構 成 で あ る 。 し か し な が ら 、 治 具 １ は

、 斯 か る 構 成 に 限 ら れ な い 。 例 え ば 、 対 面 部 ４ ｅ ， ４ ｆ の う ち 、 中 間 部 ４ ｄ の 部 分 だ け が

、 凹 凸 状 に 形 成 さ れ て い る 、 と い う 構 成 で も よ い 。 ま た 、 例 え ば 、 対 面 部 ４ ｅ ， ４ ｆ の 全

体 が 、 凹 凸 状 に 形 成 さ れ て い る 、 と い う 構 成 で も よ い 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

（ ５ ） ま た 、 上 記 実 施 形 態 に 係 る 治 具 １ に お い て は 、 第 １ ス リ ッ ト 端 部 ４ ａ は 、 閉 塞 さ れ

、 第 ２ ス リ ッ ト 端 部 ４ ｂ は 、 開 放 さ れ て い る 、 と い う 構 成 で あ る 。 し か し な が ら 、 治 具 １

は 、 斯 か る 構 成 が 好 ま し い も の の 、 斯 か る 構 成 に 限 ら れ な い 。 例 え ば 、 第 １ ス リ ッ ト 端 部

４ ａ 及 び 第 ２ ス リ ッ ト 端 部 ４ ｂ の 両 方 が 、 閉 塞 さ れ て い る 、 と い う 構 成 で も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 １ … 治 具 、 ２ … 棒 状 体 、 ２ ａ … 第 １ 端 部 、 ２ ｂ … 第 ２ 端 部 、 ３ … 操 作 部 、 ４ … ス リ ッ ト

、 ４ ａ … 第 １ ス リ ッ ト 端 部 、 ４ ｂ … 第 ２ ス リ ッ ト 端 部 、 ４ ｃ … 屈 曲 部 、 ４ ｄ … 中 間 部 、 ４

ｅ … 対 面 部 、 ４ ｆ … 対 面 部 、 ４ ｇ … 凸 部 、 ４ ｈ … 凹 部 、 ４ ｉ … 中 心 、 ４ ｊ … 凹 凸 部 、 ４ ｋ

… 平 坦 部 、 ５ … 引 掛 部 、 １ ０ … 蓋 付 き 包 装 体 、 １ １ … 包 装 体 、 １ １ ａ … 本 体 部 、 １ １ ｂ …

筒 状 部 、 １ ２ … 蓋 体 、 １ ２ ａ … 突 出 部

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

10

20



(8) JP  2020-111334  A   2020.7.27

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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